「公共的霊性と地球的平和

ーー新しい平和運動の構築に向けて」（要約）
　

2005-8-21 小林正弥


１　スピリチュアリティの概念

	（１）スピリチュアリティの暫定的な用語法（西平，2003をもとに作成）

	スピリチュアリティ＝霊性、宗教性・宗教的情操・宗教的感受性、精神性・芸術的感性・身体的感性、見えざるものへの感受性、超越性・神秘性・垂直性・超自然性、実存性、内面性・内面への道・沈黙ないし瞑想・自己否定性、全人格性、求道性、聖なるものとのつながり、大いなる受動性・脱自性、魂に関わる事柄、いのちとのつながり・いのちの発現、気の流れ・風の流れ


（2） 暫定的定義

　　超越的・形而上学的実在に基づく（その存在を含意する）世界の特性ないし人間の精神性・宗教性。

　　　→伝統的宗教にも存在。ただ、新霊性運動が主張するように、特定宗教を超えた普遍性を持つという点で超宗教的。

２　公共的霊性

● 公共的 … 公共哲学における「公的／公共的」という相違を重視。

　　　　公共的　　公と私を媒介する公共。人々が下から水平的に形成するpublic

　　　　公的宗教・霊性／公共的宗教・霊性／私的宗教性・霊性

　　　　霊性を公共的に語れるようにする必要性

　　　　さらに、この「公共」は様々なコミュニティーにおける公共性。

　　　　　　言い換えれば、国民的だけではなく、地球域的（グローカル）で、地域や結社・運動体の水準における公共的宗教・霊性が存在。

· 霊性 … コミュニティーの種類によっては特定宗教の場合もあり得るが、大きなコミュニティーや結社の場合には、その中で共有される超宗派の霊性。

例：平和問題…平和のための祈り――超宗派の公共的霊性

靖国問題…国立追悼施設　　超宗派の追悼施設＝公共的霊性の施設

３　似非「霊性」の危険性

（1） ４つの罠――原理主義的・公的・全体主義的・呪術的「霊性」

基準　　「１．霊的成長：本当に個々人の霊的・倫理的成長に役立っているか。

２．公共善：思想・教えが組織以外の人々に対して貢献する利他性・公共性を持っているか。」

1 利己主義的呪術

呪術　　　霊的な方法による利己主義的目的の実現、原始時代からの霊性　

②国家宗教＝公宗教＝公的「霊性」　　国家神道や靖国問題　

3 宗教的原理主義（fundamentalism）　＝原理主義的「霊性」

　　　キリスト教・イスラームなどの世界宗教にも存在。

　聖典を無謬と信じ、字義通り実現しようとする――時代錯誤。反動的、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

硬直的。→リベラルな解釈学的姿勢の必要性。　

「反テロ」世界戦争の原因　　キリスト教・イスラーム・ユダヤ教原理主義がいずれもそれぞれの地域の国家主義と結びついたこと。

④（悪性）カルト＝全体主義的宗教・「霊性」

　　　最近の新々宗教、霊的運動の問題

　　宗教自体が信者にとって「公」となる

フレンチ・ダヴィディアン、人民寺院、統一教会、オウム真理教など

破壊的カルト＝非倫理的なマインド・コントロールのテクニックを悪用して、そのメンバーの諸権利を犯し傷つけるグループ（スティーヴン・ハッサン、７５頁）　

マインド・コントロール

思想的・社会的意義により、

　「良性カルト」　思想的には有意義なので、良性腫瘍のようなもの。害は少ないが、組織は好ましくはない。

　「悪性カルト」　思想的にも、組織においても有害、犯罪的ないし危険な悪性腫瘍。

これらの罠を避けることによって、公共的に認められる霊性（公共的霊性）を確立する必要性　　　

４　内面的平和と外面的平和

· 外→内　例えば、マルクス主義のように外面的平和のみ→闘争的、疲弊、人間関係の軋轢、個々人の魂の欲求と組織や運動との摩擦などの問題→内面的平和＝平安へ

· 内→外　例えば、瞑想・波動重視などで、抗議行動否定など内面的平和のみ　　

　　　　　　　　　　→個々人の成長や平安にはよくても、外的世界への影響は不十分→外面的平和を追求

双方の好循環を形成する必要

――●内面的成長により、徳を身につけ、より有効で影響力の大きい質の高い運動を形成。

　　●外面的運動の過程で起こってくる様々な問題に対して、内面的省察を行うことによって克服するという精神的姿勢――内面的成長に

　　　　　外的運動自体が精神的成長（修行）の場という発想

――総合的平和の方法論

　ホピ　　平和の民　　　　「和」（和して同ぜず）

南原繁　戦後日本に精神革命を　　日本の使命
· 全体は、http://global-peace-public-network.hp.infoseek.co.jp/index-j.html
に掲載予定。
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